
千年続く塩の道

日の出とともに歩くトゥアレグ族の“塩キャラバン”。ニジェールのアガデスからテネレ砂漠を横断し、
オアシスで買い付けた塩をナイジェリアまで南下して市場で売り、コミュニティのための穀物を仕入れる。
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農園で育つバラの花。

旅の合間にふざけあう子どもたち。
“ブルーメン”とも呼ばれるトゥアレグ族伝統の青い衣装が鮮やかだ。

5日ぶりに井戸にたどり着いたキャラバン。
慣れた様子で地下から水をくみ上げていく。

ビルマの塩田の近くで朝食をとるトゥアレグ族。
後ろにはヤシの葉に包まれた岩塩が並んでいる。

農作業をするサヘル地域のハウサ族の女性。
収穫した大量のミレット（雑穀）を

キャラバンが買っていく。

アリスは兄の紹介でバラ農園にやってきた。

ビルマで岩塩を売るカヌリ族の女性。
ラクダに積みやすいようにパンのような
丸い形に固められている。

アガデスのシンボル、高さ27mのミナレット。
ニジェールの中心に位置するこの街は昔から

キャラバンの交差点だった。

ナイジェリア北部、カノ市の大モスク。
ここでキャラバンは服、料理道具、

落花生などを仕入れて、再びビルマで売る。

ブッシュマーケットでは、ウマ、こぶウシ、ラクダや
ヒツジを飼う遊牧民がキャラバンの岩塩を毎年待つ。

千年前からこの地域で続くキャラバンは、
一見なにも目印がない砂漠を迷わず進んでいく。
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塩キャラバンの三角交易エリア。三
つの都市を結ぶ道中の村に立ち寄
りながら、およそ3,000キロを旅する。

ニジェール

　
私
が
初
め
て
塩
キ
ャ
ラ
バ
ン
に
参
加
し
た
の
は
、

1
9
9
8
年
の
こ
と
だ
。
き
っ
か
け
は
雑
誌
に
掲
載

さ
れ
た
、
ま
る
で
お
と
ぎ
話
の
世
界
か
ら
抜
け
出
し

て
き
た
よ
う
な
美
し
い
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
写
真
だ
っ
た
。

　
記
事
の
中
で
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
営
む
〝
ブ
ル
ー
メ

ン
〞
と
呼
ば
れ
る
ト
ゥ
ア
レ
グ
族
の
男
性
は
太
陽
と

星
を
見
て
方
向
を
定
め
、
岩
塩
を
買
い
つ
け
る
た
め

に
1
日
16
時
間
も
歩
く
と
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
こ
の

時
代
遅
れ
に
も
思
え
る
交
易
は
、
車
が
導
入
さ
れ
て

か
ら
は
、
ラ
ク
ダ
で
2
か
月
か
か
っ
た
距
離
を
2
週

間
で
走
る
ト
ラ
ッ
ク
と
の
激
し
い
競
争
に
さ
ら
さ
れ

て
い
る
と
い
う
。

　
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
残
る
う
ち
に
、
砂
漠
を
と
も
に
横

断
し
て
み
た
い
。
J
I
C
A
の
砂
漠
化
防
止
計
画
の

通
訳
の
仕
事
を
き
っ
か
け
に
ニ
ジ
ェ
ー
ル
の
首
都
の

ニ
ア
メ
を
訪
れ
た
後
、
私
は
サ
ハ
ラ
砂
漠
の
町
ア
ガ

デ
ス
に
向
か
っ
た
。
そ
こ
で
ラ
ク
ダ
を
3
頭
買
っ
て
、

40
日
間
塩
キ
ャ
ラ
バ
ン
と
一
緒
に
砂
漠
を
渡
っ
た
。

　
そ
れ
は
想
像
を
絶
す
る
砂
漠
の
美
し
さ
と
、
ト
ゥ

ア
レ
グ
族
の
生
命
力
に
圧
倒
さ
れ
た
旅
だ
っ
た
。
し

か
し
何
よ
り
も
驚
い
た
の
は
、
移
動
の
規
模
だ
。
私

が
同
行
し
た
テ
ネ
レ
砂
漠
を
往
復
す
る
1
4
0
0
キ

ロ
の
ル
ー
ト
は
、
実
は
ほ
ん
の
一
部
に
す
ぎ
な
か
っ

た
。
彼
ら
は
さ
ら
に
サ
ヘ
ル
地
域
の
市
場
ま
で
移
動

し
、
塩
と
ナ
ツ
メ
ヤ
シ
を
売
っ
て
か
ら
大
量
の
穀
物

を
買
い
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
ま
で
南
下
す
る
。
塩
キ
ャ

ラ
バ
ン
は
サ
ハ
ラ
砂
漠
と
オ
ア
シ
ス
塩
田
を
結
ぶ
西

か
ら
東
の
ル
ー
ト
と
、
サ
ハ
ラ
砂
漠
と
サ
ヘ
ル
地
域

を
結
ぶ
北
か
ら
南
の
二
つ
の
ル
ー
ト
を
持
つ

3
0
0
0
キ
ロ
の
交
易
だ
っ
た
の
だ
。

　
塩
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
長
年
研
究
し
て
い
る
人
類
学
者

の
ゲ
ル
ト
・
シ
ュ
ピ
ッ
ト
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
こ
の
伝

統
的
な
交
易
は
経
済
的
、
社
会
的
な
役
割
が
と
て
も

大
き
く
、
車
輌
の
ガ
ソ
リ
ン
代
や
維
持
管
理
費
が
か

か
ら
な
い
た
め
、
ト
ラ
ッ
ク
の
運
搬
に
比
べ
て
利
益

が
2
倍
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
今
ま
で
読
ん
だ〝
ラ

ス
ト
・
キ
ャ
ラ
バ
ン
〞
に
関
す
る
記
事
と
ま
っ
た
く

逆
の
視
点
だ
っ
た
。
千
年
も
続
く
ラ
ク
ダ
乗
り
の
交

易
に
本
当
に
未
来
が
あ
る
の
な
ら
、
記
録
を
残
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
は
終
点
の
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
ま

で
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
撮
影
す
る
こ
と
を
決
め
、

2
0
0
3
年
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
と
発
電
の
た
め
の

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
持
ち
、
ふ
た
た
び
塩
キ
ャ
ラ
バ

ン
の
旅
に
同
行
し
た
。

　
前
回
と
同
じ
40
日
間
の
砂
漠
の
旅
の
あ
と
、
キ
ャ

ラ
バ
ン
は
南
部
の
ダ
コ
ロ
地
域
に
向
か
っ
た
。
ハ
ウ

サ
族
の
ミ
レ
ッ
ト
（
ア
ワ
や
ヒ
エ
な
ど
の
雑
穀
）
収

穫
が
終
わ
る
11
月
、
休
閑
地
で
キ
ャ
ン
プ
を
し
な
が

ら
、
毎
日
農
村
の
小
さ
い
ブ
ッ
シ
ュ
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ

出
向
く
。
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
人
々
は
ヤ
シ
の
葉
で
丁
寧

に
包
ま
れ
た
岩
塩
を
並
べ
、
仕
入
れ
価
格
の
10
倍
で

売
っ
て
い
た
。
客
は
プ
ー
ル
族
や
ト
ゥ
ア
レ
グ
族
な

ど
の
遊
牧
民
だ
。
市
場
に
は
、
小
型
ト
ラ
ッ
ク
で
運

ん
だ
塩
を
キ
ャ
ラ
バ
ン
よ
り
も
安
く
売
っ
て
い
る
ア

ラ
ブ
人
の
店
も
あ
っ
た
。
そ
の
塩
は
純
度
が
低
く
灰

色
が
か
っ
て
い
た
。
小
さ
い
家
畜
を
飼
う
ハ
ウ
サ
族

の
農
民
は
、
こ
の
よ
う
な
雑
貨
店
で
年
中
日
用
品
と

し
て
販
売
さ
れ
て
い
る
塩
を
購
入
し
て
い
く
。
だ
が
、

家
畜
が
財
産
で
あ
る
遊
牧
民
は
年
に
一
度
し
か
来
な

い
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
高
品
質
の
塩
を
待
っ
て
い
た
。
砂

A
lissa D

escotes-Toyosaki

（
デ
コ
ー
ト・ト
ヨ
サ
キ・ア
リ
サ
）

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
監
督
。ア
フ
リ
カ
の
遊
牧
民
族
を
支
援
す

る
団
体「
サ
ハ
ラ・エ
リ
キ
協
会
」主
宰
。父
は
フ
ラ
ン
ス
人
、母
は
日
本
人
。現
在

は
福
島
原
発
事
故
や
ニ
ジ
ェ
ー
ル
の
ウ
ラ
ン
鉱
山
の
実
態
な
ど
を
追
う
。サ
ハ
ラ

砂
漠
を
4
か
月
か
け
て
横
断
す
る
塩
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
日
常
を
追
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー「C

aravan to the future

」を
2
0
1
6
年
に
完
成
さ
せ
た
。「
サ
ハ
ラ・

エ
リ
キ
」ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://sahara-eliki.org

/JP

漠
に
放
牧
さ
れ
る
ラ
ク
ダ
や
こ
ぶ
ウ
シ
に
と
っ
て
、

塩
は
命
な
の
だ
。

　
岩
塩
の
売
り
上
げ
で
農
民
か
ら
穀
物
を
仕
入
れ
る

こ
と
で
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
人
々
は
自
給
自
足
に
近
い

生
き
方
を
保
っ
て
い
る
。
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た

何
千
キ
ロ
に
も
お
よ
ぶ
ル
ー
ト
は
、
サ
ヘ
ル
地
域
の

穀
物
を
遊
牧
キ
ャ
ン
プ
ま
で
運
ぶ
。
ニ
ジ
ェ
ー
ル
で

発
生
し
た
80
年
代
の
大
干
ば
つ
の
際
に
は
、
塩
キ
ャ

ラ
バ
ン
が
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
か
ら
多
量
の
ミ
レ
ッ
ト
を

砂
漠
へ
持
ち
帰
っ
た
お
か
げ
で
、
大
勢
の
遊
牧
民
が

助
か
っ
た
。
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
カ
ノ
地
方
に
降
り
る

と
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
緑
豊
か
な
牧
草
地
で
ラ
ク
ダ
の

群
を
放
牧
し
な
が
ら
、
農
民
の
休
閑
地
を
そ
の
糞
で

肥
沃
に
す
る
。
無
料
で
自
然
の
堆
肥
を
残
し
て
く
れ

る
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
農
民
は
歓
迎
し
、
代
わ
り
に
水
や

食
べ
物
を
提
供
す
る
。
農
民
と
遊
牧
民
は
本
来
お
た

が
い
の
ニ
ー
ズ
を
補
完
す
る
存
在
な
の
だ
と
塩
キ
ャ

ラ
バ
ン
が
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
た
。

　
サ
ハ
ラ
砂
漠
一
帯
で
は
、
国
家
に
よ
っ
て
定
住
化
や

ト
ラ
ッ
ク
の
導
入
、
農
地
政
策
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
き

た
。
そ
の
中
で
、
何
世
紀
に
も
わ
た
っ
て
環
境
に
生
き

方
を
順
応
さ
せ
て
き
た
塩
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
よ
う
な
現
地

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
経
済
シ
ス
テ
ム
こ
そ
が
、
砂
漠
の
少

な
い
資
源
を
守
り
続
け
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

テネレ砂漠では水がほとんどなく、キャラバンは曙から16時間も移動する。

テネレ砂漠に入る前に収集された干し草、薪と水は
1頭のラクダにつき約100キロにもなるという。
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